
 

                                 燕 市
Tsubame City

 

令和８年 10 月 23 日 
 

燕市に「農地等利用最適化の推進施策」に 
関する意見書を提出します。 

－ 生産者たちの声を農業委員が取りまとめました － 

 

燕市農業委員会は、農業の経営環境が厳しい中、農業者との意見交換会などを通

じて、生産現場の様々な課題の把握に努めております。農業の持続的発展及び担い

手が誇りとやり甲斐を持って取り組めるよう、農業者の生産現場の声をまとめた意

見書を１０月３０日に燕市長に提出いたします。 

 

【「農地等利用最適化の推進施策」に関する意見書提出の概要】 

１.日時 令和８年１０月３０日（金）午後３時３０分 

 

２.場所 市長室  【要望先】燕市長 佐野 大輔 

 

３.提出者 

  燕市農業委員会 会長 和田 正春 

  燕市農業委員会 会長職務代理 長谷川 治仁 

  燕市農業委員会 農地部会長 江口 保 

  燕市農業委員会 農政部会長 遠藤 忠夫 

 

４.要望の背景 

  昨年度の令和の米騒動から一転し、米価の大幅な下落に加え、不安定な社会情勢を

背景とした原材料費の高騰、後継者不足等、今後の農家の経営環境については不透明

で先の見通せない厳しい状況が続いています。 

農地を将来にわたり「守り」「活かす」ために何が必要か、農業者との話し合

いを行うとともに、それぞれの生産現場の声をまとめた意見書を農業委員が提出

するものです。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

農業委員会事務局：加藤 

電話：0256－77－8250（直通） 


